
　
令
和
４
年
８
月
末
に
自
民
党
厚
生
労
働
部
会
長
に

就
任
し
た
田
畑
。厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
や
自
民
党
厚
生

労
働
部
会
長
代
理
を
務
め
て
い
た
頃
か
ら
一
貫
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
社
会
保
障
政
策
な
ど
の
行
政
課
題
に

こ
れ
か
ら
は
牽
引
役
と
し
て
臨
む
。

　
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、全
力

で
走
り
続
け
て
い
る
田
畑
が
自
ら
の
思
い
を
語
っ
た
。

―

自
民
党
厚
生
労
働
部
会
長
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。厚
生
労
働
部
会
長
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
ま
た
、意
気
込
み
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。厚
生
労
働
部
会
長

は
自
民
党
の
厚
生
労
働
政
策
の
責
任
者
で
す
。厚
労
行
政

は
所
掌
範
囲
が
広
く
、毎
日
各
種
会
議
が
設
定
さ
れ
る
な
ど

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。党
内
議
論
を
取
り
仕
切
り
、

政
府
提
案
の
法
案
や
予
算
案
、経
済
対
策
案
な
ど
議
員
間

の
議
論
を
主
導
し
、自
民
党
と
し
て
の
方
針
を
決
定
し
て

い
ま
す
。ま
た
、職
域
団
体
の
方
々
か
ら
の
政
策
要
望
も

定
期
的
に
伺
っ
て
い
ま
す
。与
党
と
し
て
決
定
し
た
政
策
や

予
算
が
真
に
必
要
な
国
民
に
届
く
の
か
、困
難
な
立
場
の

国
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
内
容
・
中
身
で
あ
る
か
を
常

に
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。勤
労
者
の
賃
上

げ
政
策
に
は
特
に
注
力
す
る
所
存
で
す
。

―

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
今
後
の
方
針
は
ど
う
考
え

ら
れ
ま
す
か
？

　

ま
ず
は
感
染
予
防
に
最
前
線
で
対
応
し
て
い
る
医
療
・

介
護
・
児
童
施
設
等
の
関
係
者
の
ご
努
力
に
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。第
８
波
対
策
に
は
政
府
・
与
党
と

し
て
こ
れ
ま
で
の
教
訓
か
ら
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
は
全
国
民
が
接
種
で
き
る

量
を
確
保
し
て
全
国
に
順
次
配
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、

抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
も
全
国
隅
々
に
行
き
わ
た
ら
せ

ま
す
。ま
た
、高
齢
者
・
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
方
に

対
し
て
は
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
を
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。富
山
県
・
富
山
市
は
じ
め
各
自
治
体
が
財

政
上
の
不
安
な
く
感
染
症
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、今
後

も
迅
速
か
つ
機
動
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。一
方
、

マ
ス
ク
の
適
切
な
着
脱
に
つ
い
て
は
、国
民
の
声
に
基
づ

き
早
期
に
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

物
価
高
騰
対
策
に
は
ど
う
取
り
組
ま
れ
ま
す
か
？

　

今
年
前
半
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
に
的
を
絞
っ

た
価
格
高
騰
抑
制
策
や
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
策
を
機

動
的
か
つ
重
層
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
上
で

電
気
料
金
の
上
昇
対
策
を
講
じ
ま
す
。具
体
的
に
は
令
和

５
年
１
月
か
ら
各
家
庭
、事
業
者
へ
の
負
担
軽
減
策
に
取

り
組
み
ま
す
。特
に
家
庭
に
対
し
て
は
よ
り
手
厚
い
支
援

と
し
、１
ｋ
ｗ
ｈ
あ
た
り
７
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

一
方
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
も
１
割
以
上
の
引
き
下
げ
を
計

画
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、輸
入
小
麦
の
政
府
売
渡
価
格

の
据
え
置
き
や
、配
合
飼
料
負
担
上
昇
抑
制
に
つ
い
て
も

継
続
実
施
が
必
要
で
す
。ま
た
、物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を

大
き
く
受
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
に
対
し
て
は
、

資
金
繰
り
支
援
の
準
備
を
入
念
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
会
議
員
生
活
も
10
年
を
迎
え
、働
き
盛
り
の
田
畑
は

熱
意
を
も
っ
て
今
日
も
永
田
町
を
駆
け
回
っ
て
い
る
。

こ
の
姿
勢
で
さ
ら
な
る
奮
闘
を
期
待
し
た
い
。

▲厚生労働部会で中心的に会議を取り仕切る田畑

等身大の
たばた裕明

　
皆
様
、日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。お
か
げ
様
で
元
気
に
富
山
で
日
々
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。　

　
さ
て
我
が
家
に
、6
月
新
た
な
家
族
と
し
て

三
男
が
誕
生
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
感
染
対
策
も

あ
り
、産
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
出
産
に
お
い
て
主
人

の
立
ち
合
い
も
禁
じ
ら
れ
、出
産
当
日
に
主
人
が

1
時
間
だ
け
赤
ち
ゃ
ん
と
面
会
で
き
、残
り
の

入
院
期
間
は
家
族
は
誰
も
病
院
に
立
ち
入
り
面
会

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。医
療
ス
タ
ッ
フ

の
ご
奮
闘
に
頭
が
下
が
り
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
終
息
を
願
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
現
在
、自
宅
で
は
5
歳
、2
歳
、0
歳
児
が
揃
い
、

毎
日
子
育
て
に
て
ん
て
こ
舞
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
方
の
支
援
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
つ
つ
子
育
て

第
６
話 

家
族
が
増
え
ま
し
た

妻
・
あ
み
こ

●経歴

●選挙区
富山1区（区域は旧富山市）

たばた裕明プロフィール

●内閣 ≪これまでの主な所属等≫
総務副大臣 （令和３年10月～令和4年8月）
厚生労働大臣政務官
 （平成29年 8月～平成30年10月） 

令和４年11月22 日現在

●衆議院≪これまでの主な所属等≫
厚生労働委員会 理事　
文部科学委員会 理事

●自由民主党

●議員連盟≪現在の主な役職≫

厚生労働部会 部会長／厚生労働部会 薬事に関する小委員会 委員長代行
雇用問題調査会 勤務間インターバル推進 PT 座長
社会保障制度調査会 事務局次長
社会保障制度調査会 医療委員会 難病等に関するPT 事務局長

たばた事務所玄関には
チェーンソーアートに
よる手作りのくまさん
が来訪者をお出迎え▶

国会対策委員会 副委員長／雇用問題調査会 事務局長
外国人労働者等特別委員会 事務局長／虐待に関する特命委員会 事務局長
いわゆる「ひきこもり」の社会参画を考えるPT 事務局長
スポーツ立国調査会 事務局次長／整備新幹線等鉄道調査会 北陸新幹線整備PT 事務局次長

昭和48年1月2日　 富山市生まれ
平成　３年　３月　　 富山県立富山東高等学校　卒業（27期生）
平成　７年　３月　　 獨協大学経済学部　　　　卒業
平成　７年　４月　　 株式会社富山第一銀行入社
平成15年　4月　　 富山市議会議員選挙初当選
　　　　　　　　　　 平成17年、平成21年と計３期連続当選
平成23年　４月　　 富山県議会議員選挙初当選
平成24年12月　　 第 46回衆議院議員選挙　　　 初当選（70,268票）
平成26年 12月　　 第 47回衆議院議員選挙　 ２期目当選（70,085票）
平成29年 10月　　 第 48回衆議院議員選挙　 ３期目当選（74,876票）
令和　３年10月　　 第 49回衆議院議員選挙　 ４期目当選（71,696票）

党風一新の会 事務局長／製薬産業政策に関する勉強会 幹事
認知症グループホームを考える議員連盟 事務局長
日本ケアマネジメント推進議員連盟 事務局長
地域で安心して分娩できる医療施設の存続を目指す議員連盟 事務局長
ひきこもり支援推進議員連盟 事務局長／LRT推進議員連盟 事務局長
日本が誇る医療用外用貼付剤の推進に関する議員連盟 事務局長

も
っ
と
聞
き
た
い
富
山
の
現
場

「
聞
き
た
い
が
や
ち
ゃ
ト
ー
ク
」
開
催
中
！

　

総
務
副
大
臣
を
退
任
し
て
か
ら
は
、

よ
う
や
く
週
末
に
地
元
富
山
で
活
動

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
田
畑
。町
内
単
位

で
の
座
談
会
も
再
開
し
、各
地
で
の

意
見
交
換
を
重
ね
て
い
る
。

　

従
来
は「
地
区
ご
と
に
数
十
人
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
て
の
国
政
報
告
会
」

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め

に
令
和
２
年
か
ら
町
内
単
位
の
少

人
数
形
式
に
変
更
し
た
も
の
だ
っ
た

が
、「
膝
を
つ
き
合
わ
せ
て
の
座
談
会

は
、田
畑
議
員
に
本
音
で
話
し
や
す
く
て

良
か
っ
た
」と
参
加
者
か
ら
大
好
評
。

座
談
会
タ
イ
ト
ル
を「
も
っ
と
聞
き
た

い
富
山
の
現
場『
聞
き
た
い
が
や
ち
ゃ

▲自民党女性局が展開する「児童虐待  
　防止ハッピーオレンジ運動」に参加

▲住民運動会が再開される地区も増え
　てきました

▲テーブルカーリングに初挑戦！ ▲ファミリーパーク熱帯鳥類館「バード
　ピア」オープニングセレモニーにて

▲富山神社庁主催の「みやび音楽祭　
　～ウクライナに心を寄せて～」にて

▲「お薬・健康フェスタ2022 in グランド
　プラザ」にて

▲各地区で開催されている文化祭に参加

　地元富山の皆さんの  　の声を聞く！生
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
賑
わ
い

Facebook YouTube LINE

Twitter Instagram 公式サイト

親
学
び
の
日
々
で
す
。主
人
は
7
月
中
旬
か
ら

8
月
中
旬
ま
で
の
1
ケ
月
間
、育
児
休
業

的
な
休
暇
を
取
得
し
家
事
育
児
を
一
緒
に

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。当
た
り
前
の
時
間
に

当
た
り
前
の
家
事
育
児
を
実
践
す
る
大
変
さ

と
忍
耐
力
を
痛
感
し
た
と
語
っ
て
く
れ
ま

す
。夫
婦
が
力
を
合
わ
せ
、助
け
合
い
、何
で
も

話
し
合
い
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。三
男
坊
は
、た
い
が
い

二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
下
が
り
の
乳
児
服

ば
か
り
着
て
い
ま
す（
笑
）

　
た
ま
に
は
新
し
い
乳
児
服
も
着
さ
せ
て
あ

げ
た
い
な
ぁ
と
考
え
つ
つ
も
、買
い
物
に
行
く

時
間
が
な
か
な
か
作
れ
な
い
毎
日
で
す
。

自
民
党

厚
生
労
働
部
会
長
に
就
任
！

最新情報はこちら！

ト
ー
ク
』」と
し
て
富
山
市
内
で
順
次

開
催
し
て
い
る
。

　

参
加
者
か
ら
の
質
疑
で
は
、雇
用
問

題
、コ
ロ
ナ
対
策
、医
療
費
な
ど
厚
生

労
働
分
野
に
関
す
る
ご
意
見
か
ら
、国
家

安
全
保
障
問
題
や
特
殊
詐
欺
対
応
に

至
る
ま
で
幅
広
く
鋭
い
質
問
が
投
げ

か
け
ら
れ
て
い
る
。座
談
会
終
了
後
に

参
加
者
を
見
送
っ
た
田
畑
に
話
を
聞
く

と
、「
小
さ
な
お
声
を
政
治
に
反
映
さ

せ
る
の
が
国
会
議
員
と
し
て
の
私
の

使
命
。言
葉
の
や
り
取
り
だ
け
で
な
く

皆
様
方
と
心
が
通
う
こ
の
よ
う
な
機

会
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

〒930-0017
富山市東田地方町2丁目2-5
TEL：076-471-6036
FAX：076-471-6037

〒100-8982
千代田区永田町2丁目1-2
衆議院第2議員会館214号室
TEL：03-3508-7704
FAX：03-3508-3454

富
山
事
務
所

国
会
事
務
所

≪現在の主な所属等≫

≪これまでの主な所属等≫

▲富山縣護國神社の境内で実施の「富山 
　のみの市」にて

国
民
の
命
を
守
る
感
染
症
法
等
の
改
正
に
つ
い
て

岸
田
総
理
に
質
問

国
民
の
命
を
守
る
感
染
症
法
等
の
改
正
に
つ
い
て

岸
田
総
理
に
質
問

衆
議
院
本
会
議
に
て

自
民
党
を
代
表
し
て
質
問
登
壇
！
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子どもを応援する地域づくりを！
　

来
年
令
和
５
年
５
月
19
日（
金
）〜
５
月
21
日（
日
）に
か
け
て

広
島
県
で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト（
主
要
国
首
脳
会
議
）が
開
催
さ
れ
る
。

そ
れ
に
伴
い
教
育
大
臣
会
合
は
、令
和
５
年
５
月
12
日（
金
）〜

５
月
15
日（
月
）の
４
日
間
に
わ
た
り
、富
山
・
金
沢
合
同
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。12
日
と
13
日
は
富
山
市
で
、14
日
と
15
日
は

金
沢
市
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

会
合
の
誘
致
に
は
、か
ね
て
よ
り
県
内
選
出
の
自
民
党
国
会

議
員
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、結
果
が
実
を
結
ん
だ

こ
と
に
田
畑
も
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。「
Ｇ
７
関
係
閣
僚
会
合
の

複
数
自
治
体
に
よ
る
共
同
開
催
は
初
の
事
例
だ
が
、富
山
・
石
川

両
県
に
よ
る
情
報
共
有
や
準
備
は
連
携
を
密
に
し
て
順
調
に

進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。お
互
い
の
教
育
力
の
高
さ
や
自
然
・

歴
史
文
化
・
味
覚
な
ど
の
魅
力
を
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
、

大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
い
た
い
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

▶
松
野
博
一
内
閣
官
房
長
官
に
要
望
を
提
出

▶
木
原
誠
二
内
閣
官
房
副
長
官
に
要
望
を
提
出

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

教
育
大
臣
会
合
の

誘
致
に
尽
力
！

　

富
山
県
は
共
働
き
世
帯
率
が
例
年
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。近
年「
小
１（
小
学

校
一
年
生
）の
壁
」と
い
う
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
る
。子
ど
も
が
小
学
生
に
な
る
こ
と

で
帰
宅
時
間
が
幼
稚
園
時
代
よ
り
か
え
っ
て

早
く
な
っ
た
り
、夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
が

あ
っ
た
り
と
、働
き
や
す
く
な
る
ど
こ
ろ
か

仕
事
を
続
け
る
の
が
困
難
に
な
る
ほ
ど
育
児

環
境
を
大
き
く
変
え
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

多
く
の
保
護
者
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

　

田
畑
は
子
育
て
世
帯
支
援
の
た
め
、市
内

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
出
向
き
、現
場
の

生
の
声
を
伺
う
だ
け
で
な
く
、富
山
市
内
の

約
50
施
設
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

な
ど
、現
状
把
握
と
問
題
点
の
洗
い
出
し
を

進
め
て
い
る
。厚
生
労
働
省
は
文
部
科
学
省
と

連
携
し「
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」

と
し
て
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
一
体
型
で
の
実
施
を
推
進
し

て
い
る
が
、現
場
か
ら
学
ぶ
姿
勢
の
田
畑
は

厚
生
労
働
部
会
長
と
し
て
、児
童
の
放
課
後

の
居
場
所
整
備
に
強
い
関
心
を
持
ち
、政
府

へ
施
策
の
充
実
を
訴
え
て
い
る
。

　
「
来
年
４
月
に
は『
こ
ど
も
家
庭
庁
』の

設
置
を
控
え
て
お
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
厚
生

労
働
省
と
文
部
科
学
省
、福
祉
と
教
育
が

連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。各
地
域
の
実
情

に
も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、よ
り
よ
い

子
育
て
環
境
の
提
供
の
た
め
、子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
の
た
め
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
む
所
存
だ
」と
厳
し
い
表
情
で
語
っ
た
。▲富山市内の放課後児童クラブ

　施設にて

放課後児童クラブの特徴
●宿題、遊び、休息など児童が自主的に過ごす生活の場。
●放課後児童指導員が健康管理、余暇指導、生活支援を行う。 
●主にひとり親、共働き世帯などの児童を対象。 
●19時など遅い時間まで子どもを預かってもらえるため親の仕事が終わって
　から迎えに行ける。そのため指導員と会話や相談などが可能。

放課後子ども教室の特徴
●宿題指導、予習復習、スポーツ活動など多様なプログラムのある学習・体験
　活動の場。
●コーディネーターや地域ボランティアが指導等にあたる。 
●希望する全ての児童が対象で、放課後児童クラブの児童も参加できる。
●時間は17時頃までのケースが多く、終了後に子どもは帰宅。

 放課後児童クラブと放課後子ども教室の「一体型」イメージ
 〈一体型のメリット〉
●活動場所として、学校の体育館や余裕教室、特別教室（理科室など）を活用できる。
●学校の敷地内または隣接地内にあるため、子どもたちの移動の必要が無く安心・安全である。
●放課後児童クラブ・放課後子ども教室のスタッフが児童の様子について学校の教職員と日常的
　に情報共有できる。

小学校の敷地内

参加可能

▼

放課後
児童クラブ

放課後
子ども教室

1. 地域児童健全育成事業
   （子ども会、放課後子ども教室）

参考：富山市のケース「放課後子ども総合プラン」事業 (令和3年12月31日現在)

・富山市が主体となり各校区運営
　協議会へ委託。
・小学校や公民館などで市内65校
　区中61校区が開設。
・時間は放課後から約3時間。利用
　料は無料。

2. 放課後児童健全育成事業
　（放課後児童クラブ）
・社会福祉法人やNPO法人が主体     
  で、市内60か所の民営施設で実施。
・時間は放課後~19時頃。利用料は  
　有料。

3. 地域ミニ放課後
　 児童クラブ事業
・地域の実情に応じて多様な形で
　子どもの居場所づくりを行う。
・町内会やボランティア団体が主体
　となり市内4か所に開設。
・時間は14時~19時頃。利用料は
　有料。

●指導員の確保や定着、また人件費の問題など運営面の不安が大きい。
　行政からの支援を強化してほしい。
●支援員の資格取得研修科目の緩和や、研修日程の柔軟化など、資格を取
　りやすい環境を作ってほしい。また、支援員の資格者がなくとも保育士
　や教員資格があれば可とするなど、支援員の配置条例を見直していた
　だきたい。
●災害・緊急時の対応マニュアルを国や自治体主導で整備・指導してほしい。
●子どもたちへの対応に集中するためにも事務処理を簡略化してほしい。

 放課後児童クラブ運営事業者からの主なご意見・ご要望

令和4年8月 たばた裕明事務所実施のアンケートより抜粋

　
総
務
副
大
臣
在
任
中
の
６
月
に
第
3
子

が
産
ま
れ
た
田
畑
。７
月
中
旬
か
ら
約

1
ヶ
月
間「
育
児
休
業
」を
取
得
し
、掃
除

や
洗
濯
、食
事
の
世
話
な
ど
を
こ
な
し

な
が
ら
3
人
の
男
児
の
父
親
と
し
て
子

育
て
に
励
ん
だ
。育
児
休
業
中
も
忙
し
い

合
間
を
縫
っ
て
取
得
経
験
者
や
取
得

予
定
者
ら
と
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、経

験
を
国
政
に
活
か
す
姿
勢
は
忘
れ
な
い
。

「
休
ん
だ
後
の
職
場
復
帰
に
不
安
を
抱

▲育児休業中の自宅での一コマ

え
る
人
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。職
場
の
理
解

が
得
に
く
い
職
場
環
境
を
改
善
す
る
に
は

社
会
の
仕
組
み
か
ら
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

誰
も
が
快
く
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る

機
運
を
醸
成
し
て
い
く
べ
き
だ
」と
語
る

田
畑
。

　
令
和
４
年
10
月
に
は「
育
児
・
介
護
休

業
法
」が
改
正
さ
れ
、「
産
後
パ
パ
育
休
制

度
」や「
育
児
休
業
の
分
割
取
得
」が
追
加

さ
れ
る
な
ど
、厚
生
労
働
省
で
は
育
児
休
業

取
得
の
更
な
る
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

田
畑
な
ら
で
は
の
国
民
目
線
、イ
ク
メ
ン

目
線
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

が
今
後
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

国
会
議
員
の

「
イ
ク
メ
ン
」
リ
ー
ダ
ー 

と
し
て

男
性
の
育
休
取
得
を
自
ら
実
践

積極的に視察し、現場を確認

▲京都府京田辺市にて聴覚障がい者就労支援施設「さんさん
　山城」の園芸視察にて

▲LRT 推進議員連盟事務局長として、
　栃木県宇都宮市の芳賀・宇都宮 LRT
　「ライトライン」にて

▲総務省講堂で行われた引継ぎ式にて

　
令
和
４
年
８
月
15
日
、田
畑
は
約
10
ヶ
月
間

務
め
た
総
務
副
大
臣
の
最
後
の
仕
事
と
し
て
、副

大
臣
・
政
務
官
交
代
式
で
引
継
ぎ
業
務
を
行
っ
た
。

　「
地
方
行
財
政
担
当
と
し
て
全
国
の
自
治
体
を

視
察
し
た
り
要
望
を
受
け
た
り
し
た
経
験
は
、

政
治
家
と
し
て
の
視
野
を
大
き
く
広
げ
る
経
験

と
な
っ
た
。ま
だ
国
内
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
は
違
う
立
場
で
総
務
行
政
の
推
進
に

力
を
尽
く
し
た
い
」と
語
る
田
畑
。そ
の
表
情
は

大
役
を
や
り
遂
げ
た
安
堵
感
に
満
ち
て
お
り
、

大
勢
の
職
員
か
ら
の
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
な

が
ら
総
務
省
を
後
に
し
た
。

総
務
副
大
臣
に
約
10
ヶ
月
間
在
任

▲尾身朝子総務副大臣へ引継ぎ

全ての児童に安心・安全な居場所づくりを！

妊娠、出産した女性へ１０万円相当の準備金を給付！！
伴走型相談支援と経済的支援の一体的実施に1,267億円計上！（令和4年度第二次補正予算）

に優しい、
に優しい、

子ども
ファースト宣言。

子ども
子育て

　
政
府
は
、妊
娠
期
か
ら
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
困
り
ご
と
の
相
談
に
乗
る

「
伴
走
型
支
援
」を
進
め
て
い
る
。そ
の
一
環
と
し
て
、令
和
５
年
１
月
か
ら

「
妊
娠
・
出
産
し
た
女
性
へ
の
計
１０
万
円
相
当
の
出
産
準
備
金
」を
給
付
す
る

こ
と
を
決
め
た
。子
育
て
や
教
育
の
経
済
的
負
担
か
ら
の「
産
み
控
え
」問
題

の
解
消
を
図
っ
た
支
援
策
で
、妊
娠
届
出
時
に
５
万
円
・
出
産
届
出
時
に

５
万
円
と
計
１０
万
円
相
当
が
現
金
ま
た
は
ク
ー
ポ
ン
で
支
給
さ
れ
る
。

　
ま
た
、令
和
４
年
４
月
〜
１2
月
に
妊
娠
ま
た
は
出
産
し
た
女
性
に
も
遡
っ

て
給
付
さ
れ
る
。自
ら
も
子
育
て
当
事
者
で
あ
る
田
畑
は
、「
妊
娠
か
ら
出
産
・

子
育
て
は
長
丁
場
の
一
大
事
業
。特
に
女
性
に
か
か
る
負
担
は
精
神
的
に
も

大
き
い
。子
育
て
世
帯
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、単
発
だ
け
で
は
な
く
息
の
長

い
支
援
制
度
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
す
」と
厳
し
い
表
情
で
語
っ
た
。面談で出産までの見通しを寄り

添って立てる

妊娠期（妊娠8～10週前後）
面談で夫の育休取得の推奨や、両親
学級などの紹介等を行う

妊娠期（妊娠32～34週前後）
面談で産後ケア等のサービスや育
休給付や保育園入園手続きの紹介
等を行う

出産・産後
随時、子育て関連イベント等の情報
発信や相談受付対応を継続的に実施

産後の育児期

ケース 支給のイメージ 支給額合計

令和４年４月～12月に
出産した場合

令和４年４月～12月に
妊娠し、令和５年１月以降
に出産した場合

令和５年１月以降に妊娠、
出産した場合

出産時の5万円相当 
遡って支給

出産時の5万円相当 
遡って支給

妊娠時の5万円相当 出産時の5万円相当 

出産時の5万円相当 

5万円相当の現金またはクーポン

合計10万円相当の現金またはクーポン

合計10万円相当の現金またはクーポン

※給付の種類は各自治体で判断される

妊娠時から出産・子育てまで、すべての妊婦・こども・子育て世代を伴走型で相談・支援

子育て世代包括センター（市町村）が実施主体となり、身近で相談に応じ、必要なメニューにつなぐ

▲東北地区最大の砂防
　堰堤である岩手県雫
　石町のシガクラ砂防
　堰堤工事現場にて

▲東京都台東区の「東京障
　害者職業センター」にて

▲山口県宇部市にて、ひきこもり支援に取り
　組む「NPO法人ふらっとコミュニティ」にて

※

※

※

放課後児童クラブの受け皿整備・放課後子ども教室との連携推進に12億円を計上！（令和 4年度第二次補正予算）
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